
資料１

歴史文化資源の保存・活用に関する措置 一覧
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ア 把握調査等の継続的な実施 1 文化財把握調査の実施 歴史文化資源を広く把握するための調査や映像等による記録作成を行う ○ 0 0 市 市
⑥・⑦・
⑩・⑪・⑫

2 詳細調査の実施 未指定文化財のうち詳細な調査を要するものについて、専門家の協力を得て調査を行う ○ 0 0 市 市 0

3 発掘調査の実施 周知の埋蔵文化財包蔵地や史跡等について、発掘調査を行う ○ 0 0 市、教育機関 国、県、市 ③・⑨

4 文献等調査の実施 山口の歴史文化に関する調査研究を行う ○ 0 0 市、教育機関 市 ③・④

ウ 歴史文化資源のデータベース化 5 データベースの公開 文化財把握調査により把握した歴史文化資源のデータベースの公開を行う 0 0 ○ 市 市 0

ア 調査・研究成果の公開・活用 6 調査・研究成果の公開 調査報告書の刊行や、講演会の開催、企画展示等により、調査研究の成果を公開する 0 0 ○ 市、関係団体、教育機関 市、関係団体、教育機関 ⑧・⑤

7 講座、講演会の実施 歴史文化を題材とした講座や講演会を開催する 0 0 ○ 市 ほか 市 ほか ③・②・⑧

8 広報紙等の発行 歴史文化に関する広報紙や冊子等を発行する 0 0 ○ 市 市 全て

9 地域資料の収集・公開 本市の歴史文化に関する資料等を収集し、図書館等で利用者に提供するとともに、問合せへの対応を行う 0 0 〇 市 市 0

10 説明板・案内板の整備 歴史文化資源の所在地に説明板や案内板を整備する 0 0 ○ 市、地域、関係団体 市、地域、関係団体 ②・⑨

11 散策コースの設定 関連文化財群等のテーマによる観光や散策のコースを設定し周知する 0 0 ○ 市、地域、関係団体 市、地域、関係団体 全て

12 モデル事業の実施 関連文化財群等を巡るツアー等のモデル事業を実施する 0 0 ○ 市 市 ①・④・⑥

ウ 学校教育における学習機会の充実 13 学校における郷土学習の実施 学校において地域の歴史文化について学ぶ授業や社会見学を実施する 0 0 ○ 市、教育機関 市、教育機関 0
〈　保存①　〉

指定数の偏りの解消
ア 適切な指定等の推進 14 文化財の指定・登録 未指定文化財のうち特に重要なものについて、指定や登録を行う 0 ○ 0 市 ― ③

15 指定文化財の維持管理 指定文化財を良好な状態で維持し保存を図るための計画づくりや、補修、清掃等の維持管理を行う 0 ○ 0 所有者等、地域 所有者等、国、県、市、地域 ⑨

16 指定文化財の保存修理 指定文化財の保存修理や保存整備を行う 0 ○ 0 所有者等 所有者等、国、県、市 ③

17 文化財保護指導員による巡視の実施 文化財保護指導員による定期的な巡視を実施し、文化財の状況把握を行う 0 ○ 0 市 県、市 0

〈　保存③　〉 18 無形民俗文化財等の保存団体への支援 無形民俗文化財や無形文化財の保存団体が行う保存・伝承、公開に係る活動に対して助成等の支援を行う 0 0 0 市、地域 市、地域 ⑫

〈　活用①　〉 ウ 活用に向けた整備の推進 19 史跡等の活用に向けた整備 史跡や名勝等の価値の顕在化と活用を促進するため、計画的に整備を行う 0 ○ 0 市、地域 国、県、市、地域 ③・④・⑪

20 危機管理に関する情報の提供 文化財の所有者や管理者に対して防災や防犯に関する情報提供を行う 0 ○ 0 市 ― 0

21 消防訓練の実施 火災発生時に速やかに適切な対応が行えるように、所有者と地域、関係機関が連携して消防訓練を行う 0 ○ 0 所有者等、市 ― 0

イ 防災・防犯対策の充実 22 防災施設の整備 建造物や美術工芸品等の防火や防犯のため、自動火災報知設備や消火設備、防犯カメラ等の防災施設の整備や更新を行う 0 ○ 0 所有者等 所有者等、国、県、市 0

ウ 災害の歴史から学ぶ教訓の活用 23 災害に関する情報の提供 災害にまつわる歴史文化資源の情報をデータベース化し、公開可能なものをインターネットで公開する 0 0 ○ 市 市 0

24 関連文化財群の磨き上げ 関連文化財群のテーマの内容について整理を行い、魅力あるストーリーづくりを行う ○ ○ 0 市 市 全て

25 歴史文化等に関する検定の実施 山口市の歴史文化への関心を高めるため、歴史文化等を題材とした検定を行う 0 0 ○ 関係団体、地域 関係団体、地域、市 0

26 歴史的なまちなみの保全
大内文化特定地域において道路美装化や広場整備、町家の保存や活用を進め、歴史的なまちなみ景観の形
成を図る

0 ○ 0
市民、地域、市、

関係団体、民間事業者
市民、地域、国、市

関係団体、民間事業者
0

27 歴史文化による市のブランディング 大内文化や日本のクリスマス発祥地などの山口市ならではの歴史文化を生かして、山口市の都市ブランドを確立する 0 0 ○ 市、関係団体、民間事業者 国、市、関係団体、民間事業者 0

28 史跡等ガイダンス機能の整備 大内文化特定地域を中心に、周辺の史跡や歴史文化についての説明や情報提供を行うガイダンス事業を実施する 0 0 ○ 市 市 ③

29 関連文化財群についての情報発信 関連文化財群について、リーフレットやインターネットによる情報発信を行う 0 0 ○ 市、関係団体 市、関係団体 全て

30 ウェブサイトによる情報発信 山口市観光情報サイトやその他の特設サイト等において歴史文化に関する情報発信を行う 0 0 ○ 市、関係団体 市、関係団体 0

31 ＳＮＳによる情報発信 ＳＮＳを活用した歴史文化に関する情報発信を行う 0 0 ○ 市、関係団体 市、関係団体 0

32 海外への誘客の促進 海外への誘客プロモーション及び受入環境整備を行う 0 0 ○ 関係団体、市、民間事業者 関係団体、国、市、民間事業者 0

33 市外県外及び首都圏への情報発信
歴史文化等の山口市の特色や強みとなるテーマを活用した都市ブランドの構築を目指し、ターゲットを意
識した重点的なシティセールスを行う

0 0 ○ 市 国、市 0

34 自治体連携による情報発信 歴史文化でつながる県内外の自治体と連携した情報発信を行う 0 0 〇 市、関係団体 国、市 ②・③

35 歴史文化資源を活用したイベントの実施 本市の歴史文化資源を活用したイベント等を行う 0 0 ○
市、地域

関係団体、民間事業者
国、市、地域

関係団体、民間事業者
②・③・⑪

36 歴史文化の回遊、滞留機能の強化
大内文化特定地域を中心に、回遊促進に向けたソフト事業、県内外の自治体と連携した事業、情報発信等
の拠点機能の整備等を行う

0 0 ○ 市、関係団体、民間事業者 国、市、関係団体、民間事業者 0

37 歴史的建造物の公開活用 歴史的建造物の保存を図り、見学や使用が可能な施設として公開・活用する 0 0 ○ 所有者等、市、関係団体 所有者等、国、市、関係団体 0

38 展示施設における歴史文化資料の展示公開 本市の歴史文化に関わる文献等の史料や美術工芸品、民俗資料等の収集・展示公開を行う 0 0 〇 市、関係団体 市、関係団体 0

39 歴史文化を生かした交流事業の実施 伝統的文化や芸能の保全等、地域資源の活用を通じた交流の創出を図る 0 0 ○ 市、地域、関係団体、民間事業者 市、地域、関係団体、民間事業者 0

40 伝統芸能や伝統工芸を体験する機会の創出 地域の伝統芸能の発表の場や、伝統工芸に触れる場を設ける 0 0 〇 市、関係団体、民間事業者 市、関係団体、民間事業者 ⑩・⑫

41 伝統工芸の継承等への支援 大内文化特定地域に新規出店する事業者に対して、出店に係る経費の補助を行う 0 0 ○ 市 市 ⑩

42 観光ガイド等の育成
歴史文化を伝えるガイドの育成に対して情報提供等の支援や、外国人旅行者向けの通訳や案内を行う人材
の育成を行う

0 0 0 市、関係団体 国、市、関係団体 ①

43 講習会の開催 歴史文化の保存・活用に役立つ講習会を開催する 0 0 0 市 市 0

44 地域づくりを担う人材の育成 地域づくりを担う人材育成研修やアドバイザーの派遣を行う 0 0 0 市 市 0

45 支援制度の創設 未指定文化財の保存・活用に対する支援制度の創設について検討する 0 0 0 市 　— 0

46 地域が行う歴史文化を生かした活動への支援 地域づくり協議会が地域づくり計画に基づいて行う事業に対して交付金を交付する 0 0 0 市 市 0

47 歴史講座への講師派遣 地域が行う歴史講座等に講師の派遣を行う 0 0 0 市 県、市 0

48
歴史文化を生かしたまちづくりを推進するワークショップ、シンポジ
ウム等の開催

歴史文化を生かしたまちづくりの取組推進に係るワークショップ、シンポジウム等を開催する 0 0 0 市、関係団体 市、関係団体 0

49 関係者が情報共有を行う場の設置 歴史文化資源の保存・活用に関わる関係者間の情報共有を行う場の設置を行う 0 0 0 市 市 0

50 （仮称）山口市文化財保存活用計画協議会の設置・運営 地域計画の進行管理を行う協議会の設置・運営を行う 0 0 0 市 市 0
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ア 地域の魅力向上に向けた取組の推進
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保存・活用に関する措置
措置の名称

イ 専門的調査等の実施

〈　保存②　〉
修理等の円滑な実施

財源

ウ 歴史文化資源を活用した 交流と賑わい
の創出

〈　活用②　〉
関係部局との連携及び

情報発信

イ 国内外への情報の発信

〈　保存④　〉
大きな災害に対する備

えの検討
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ア 所有者・管理者、市民等に対する意識啓発

〈　活用①　〉
市民の幅広い層が歴史
文化資源に接する環境

の整備
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イ 市民へ向けた情報発信の充実

〈　活用①　〉
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の整備
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